
リードリヒ・クーラウ                                   

（Friedrich Kuhlau, 1786–1832）は、ドイツ生まれのデンマークの作曲家で、特にピアノと

フルートのための作品で知られています。彼はベートーヴェンと同時代を生き、ベート

ーヴェンから強い影響を受けながらも、独自の作風を発展させました。クーラウはま

た、デンマークの音楽界に多大な貢献をし、デンマーク国民の間で愛された作曲家

でもあります。 

クーラウが生きた時代は、18世紀末から 19世紀初頭のヨーロッパで、音楽の様式

が古典派からロマン派へ移行する重要な時期でした。彼が生まれた 1786年は、モ

ーツァルトが成熟期を迎え、ハイドンやベートーヴェンが活動していた時期でもありま

す。クーラウが影響を受けた音楽的環境には、ウィーン古典派の影響が強く、彼の音

楽には形式美やバランスが重んじられましたが、同時に新しいロマン主義の感性が

加わっていきました。 

19世紀初頭は、フランス革命やナポレオン戦争の影響がヨーロッパ全土に及んでい

た時期であり、これらの政治的変動はクーラウ自身にも影響を与えました。ナポレオン

戦争の際にドイツからデンマークに亡命した彼は、デンマークの国民として活動するよう

になり、後にデンマーク国民に愛される作曲家となりました。 

クーラウの作品は、特にピアノとフルートのための作品で知られています。彼のピアノ

曲は、教育的な性格を持つものが多く、初心者向けの教材として広く使用されました。

また、彼はピアノソナタ、ピアノ四手連弾のための作品、舞曲など、多岐にわたるジャ

ンルで作曲を行いました。 

ピアノソナタ:                                                          

クーラウのピアノソナタは、ベートーヴェンの影響を色濃く受けています。彼のソナタは

技術的な挑戦を伴いながらも、古典的な形式に基づいた構成が特徴です。例え

ば、「ピアノソナタ Op.20」は、ベートーヴェンのソナタに近いスタイルで書かれ、情感

豊かな表現力と構築的な形式美を兼ね備えています。 

ピアノソナタ Op.20 No.1                                          

この作品は、クーラウのピアノソナタの中でも比較的初期の作品で、古典派の様



式を忠実に守っています。構造は明確で、和声も比較的シンプルですが、右手と

左手のバランスをとった表現が要求されるため、演奏者にとっては技術と音楽性

の両方を養う作品です。 

 

ピアノソナタ Op.59 No.3                                         

クーラウの最もよく知られたソナタの一つで、よりドラマチックな展開を持つ作品で

す。特に第 1楽章は、速いパッセージや跳躍の多い左手のパートが特徴で、技

巧的な演奏が要求されます。また、第 2楽章では、クーラウ特有の歌心が感じら

れる優美なメロディーが展開されます。 

ソナチネ集 Op.55                                              

クーラウの最も有名な教育的作品の一つで、初級から中級のピアノ学習者に広

く使用されています。各ソナチネは短く、技術的にも比較的簡単ですが、メロディー

ラインや和声の進行は非常に洗練されています。この作品は、バロックや古典派

の伝統を尊重しつつ、クーラウの独自の音楽性が感じられるものです。 

ソナチネ集 Op.88                                           

Op.55のソナチネ集と同様に教育的な目的で書かれた作品ですが、こちらは技術

的にやや難易度が高く、より進んだ学習者に向けられています。特に右手の装飾

音や、左手のアルペジオなどが頻繁に登場し、演奏者にとってバランスの取れた

演奏が求められます。 

ソナチネ Op.20 No.1                                           

このソナチネはクーラウの代表的な教育曲の一つで、明快な構造とわかりやすい

メロディーラインが特徴です。クーラウのソナチネは、ただ技術を磨くためのものだけ

でなく、音楽的な感性を育むための重要な教材として広く用いられています。 

ピアノ四重奏曲 Op.32                                         

この作品は、ピアノ独奏曲ではありませんが、ピアノと弦楽器とのアンサンブル作品

です。クーラウのピアノ書法が巧妙に活かされており、ピアノパートは弦楽器の伴奏



に対して際立った表現力を持っています。和声的にも豊かで、演奏者に対して高

度なアンサンブル技術が要求されます。 

「アリエッタと変奏曲」 Op.99                                     

この作品は、テーマと変奏という形式で書かれており、変奏ごとに異なる技術や表

現力が試されます。テーマはシンプルで美しい旋律を持ち、変奏が進むごとに装

飾音やリズムが複雑になり、最後には華やかなフィナーレが用意されています。 

「幻想曲」 Op.65                                             

クーラウの即興的な要素が強く表れた作品で、自由な形式を持っています。感情

的な表現が求められ、特に急速なテンポの部分やリズムの変化が多いため、演

奏者には高い技術が必要です。この作品は、クーラウの創造的な側面をよく示し

ており、彼の他の作品とは異なる独特の魅力があります。 

ロンド Op.44                                                 

この作品は、ピアノ独奏用のロンド形式で書かれており、明るく軽快なキャラクター

を持っています。特に旋律が魅力的で、クーラウの典型的な装飾音や軽やかなリ

ズムが特徴です。学習者にとっては演奏しやすい作品でありながら、音楽的な楽

しさを感じられる内容です。 

ピアノ協奏曲 Op.7                                            

クーラウが書いた数少ないピアノ協奏曲の一つで、この作品は当時のウィーン古

典派の影響を受けつつも、クーラウ独自の和声感やメロディーの豊かさが表れて

います。ピアノとオーケストラの対話が美しく、特にピアノパートは華やかな技巧が

要求されます。 

 

ピアノ四手連弾:                                                    

クーラウは、四手連弾のための作品を多く作曲しており、これらの作品は家庭での

アマチュア演奏者にも広く親しまれました。四手連弾は、当時のサロン文化で人

気のあった形式であり、クーラウはこのジャンルで特に優れた作品を残しています。 



教育的作品                                                      

クーラウのピアノ曲の多くは、教育目的で作曲されました。彼の「ソナチネ集 

Op.20」や「ソナチネ集 Op.55」は、初級から中級のピアノ学習者向けの曲集として

有名です。これらの作品は、ピアノの基本的な技術を学びながら、  音楽的な表

現力を養うための教材として広く用いられています。 

クーラウは、ベートーヴェンの強い影響を受けており、彼の作品にはしばしばベートーヴェ

ン的な構造やダイナミズムが見られます。彼は同時代の作曲家たちのようにロマン派的

な自由な表現を追求する一方で、古典派の形式に忠実であり続けました。彼の音楽は

明快で、技術的な挑戦を伴いながらも、感情豊かでドラマティックな表現が特徴です。 

また、彼はフルートのための作品も数多く手がけており、特にフルートの技巧を活かした

作品で有名です。フルートのためのソナタやトリオなど、管楽器のレパートリーにも重要な

作品を残しました。 

クーラウは、音楽的な活動を通じて多くの作曲家や音楽家との関わりを持ちました。彼は

ベートーヴェンに深く影響を受けており、ベートーヴェンの音楽を研究し、そのスタイルを取

り入れました。クーラウ自身もまた、デンマーク音楽界で重要な役割を果たし、多くの弟

子や同僚に影響を与えました。 

• ベートーヴェンとの関係: クーラウはベートーヴェンの音楽を高く評価し、彼のスタ

イルを模倣しつつも、自身の個性的な音楽を追求しました。ベートーヴェンとクー

ラウの間に直接的な交流があったかは不明ですが、彼の作品からはベートーヴ

ェンの影響が強く感じられます。 

• デンマークでの活動: デンマークに亡命してから、クーラウはデンマーク音楽界

で重要な位置を占めるようになりました。彼はデンマーク王室の宮廷音楽家とな

り、劇音楽や歌劇などの作品を手がけました。彼の作品はデンマーク国内で広

く演奏され、愛されました。 

クーラウの作品は、彼の生前から高く評価され、今日でも教育的価値の高い作品とし

て愛され続けています。彼のピアノ曲は初心者から上級者まで幅広い層に親しまれてお



り、ピアノ教育における重要なレパートリーの一つとして位置づけられています。特に   

ソナチネや変奏曲ではその才能が際立ちます。 

クーラウは、古典派とロマン派の過渡期に活躍した作曲家であり、特に教育的なピアノ

作品とフルート作品で知られています。彼の音楽はベートーヴェンの影響を受けつつも、

彼自身の独自の音楽的感性を反映しており、明快で技術的な作品を数多く残しまし

た。デンマーク音楽界での活動を通じて、彼はその国の音楽文化にも大きく貢献しまし

た。 
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